
北京オリンピック日本代表候補選手の選考方法について  

 
（１） ２００７年世界選手権大会でオリンピック参加枠を獲得してもその選手を候補選手と

はしません。 
（２） 種目別の代表候補選手選考内容 

ア．４７０男女 
   第１次選考 
    １１月８日（木）～１８日（日）まで広島県観音マリーナにおいて開催される 

２００８年ナショナルチーム選考会 
最終選考会 

    ２００８年４７０級世界選手権大会（男女） 
   選考方法 

①２００７年１１月開催の第１次選考会で選考された男子４チーム、女子３チー

ムに国内選考の順位によるポイントが与えられます。 
②世界選手権大会の各チームの成績にポイントが与えられます。 
上記①、②合計で最上位の成績を収めたチームを代表候補チームとします。 

 
   イ．レーザー級、レーザーラジアル級 

   最終選考会 
    ２００８年レーザー級、レーザーラジアル級（女子）世界選手権大会 
   選考方法 
    ナショナルチーム選手の如何を問わず世界選手権に参加の日本選手の内、最上位 

の成績を収めた選手を代表候補選手とします。 
 

        ＊最終選考会である世界選手権大会への参加資格獲得は 

①２００８年ナショナルチーム選考大会（神奈川県葉山 ２００７年１２月） 

②２００８年アジアパシフィック大会（オーストラリア・メルボルン２００８年１月） 

で与えられるアジア枠において獲得が可能です。 

 
   ウ．ＲＳ：Ｘ級男女 

   最終選考会 
    ２００８年ＲＳ：Ｘ級世界選手権大会（男女） 
   選考方法 

  ナショナルチーム選手の内最上位の成績を収めた選手を代表候補選手とします。

但しナショナルチーム以外の選手が世界選手権大会に参加し総合成績１０位以内

（メダルレース参加）の成績を収め、その成績がナショナルチーム選手より上位

の場合はその選手を代表候補選手とします。 
 
 

 
   エ．４９er 級、スター級、イングリング級 

最終選考会 
    ２００８年４９er 級、スター級、イングリング世界選手権大会 
   選考方法 
    ナショナルチーム選手の如何を問わず参加日本選手の内、最上位の成績を収めた 

  チームを代表候補チームとします。 
   
上記ア～エ記載の各クラス最上位の成績を収めたチームまたは選手をオリンピック特別委員

会より（財）日本セーリング連盟理事会へ推薦、その承認を得て代表候補選手としてＪＯＣ

に推薦します  
 
＊選考の詳細は公示資料である「北京オリンピック日本代表選手選考方法」をご覧下さい 
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